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⑫
蔵
王
地
区
の
川
村
徹
さ
ん
（
3
5
）
と
岡
部
聡
さ
ん
（
肥
）

働
b
　
　
は
、
県
内
第
一
号
の
「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
」
。
　
昭
和
五
十
九

ぐ
　
年
か
ら
二
人
一
組
で
蔵
王
山
ろ
く
な
ど
を
回
り
、
月
一
回

し
休
み
を
と
る
酪
農
家
の
代
わ
2
搾
乳
や
餌
や
堤
行
っ

つ
5
ま
す
・

ま　
仕
事
は
朝
、
夕
そ
れ
ぞ
れ
一
一
時
間
半
。
　
「
最
初
は
生
活

業曲
辰
　
の
リ
ズ
ム
か
つ
か
め
ず
体
調
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
」
そ
う

・
　
で
す
が
、
今
で
は
自
由
な
時
間
が
も
て
、
農
家
か
ら
も
感

ズ
謝
さ
れ
る
ヘ
ル
パ
あ
仕
事
に
満
足
し
て
い
ま
す
・

一
　
酪
農
家
箸
休
窪
保
証
葛
こ
の
「
酪
曲
辰
ヘ
ル
パ
⊥

リ
制
度
峡
後
継
者
不
足
に
悩
む
酪
農
界
に
と
っ
姦
皇

シ　
的
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
≡
階
櫓
の
石
垣
積
み
始
ま
る

■
四
月
一
日
か
ら

新
し
い
行
政
機
構
で
ス
タ
ー
ト

■
市
民
課
の
窓
ロ
業
務
は

　
　
こ
う
な
り
ま
す

■
碧
水
園
か
ら
の
催
し
物

■人口　42，449（前年比＋29）

■男　　20，800　■女　21，649

■世帯数12，242

※住民墓本台帳から1月田日現在

1993

MARCH
　　Na404
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市
が
進
め
て
い
る
白
石
城
復
元
工
事

の
メ
イ
ン
と
な
る
三
階
櫓
の
石
垣
積
み

が
本
格
的
に
始
ま
り
、
一
月
二
十
二
日
、

石
垣
の
北
西
角
の
底
に
根
石
を
据
え
る

「
根
締
め
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
白
石
市
や
建
設
会
社
の

関
係
者
な
ど
三
十
人
が
出
席
し
、
神
事

で
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
た
後
、
重
さ

三
ト
ン
、
直
径
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ

る
根
石
を
、
ク
レ
！
ン
を
使
っ
て
据
え

付
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
川
井
市
長
が
「
昭
和
六
十

年
に
十
五
代
当
主
片
倉
信
光
氏
か
ら
百

塩
　
　
　
燈
、

覇
　
・
調
》

赴

、

万
円
の
遺
言
に
よ
る
寄
付
が
白
石
市
に

寄
せ
ら
れ
た
の
が
白
石
城
復
元
の
発
端
。

実
質
的
な
復
元
の
第
一
歩
で
あ
る
今
日

の
式
を
終
了
し
、
感
慨
無
量
で
す
。
市

民
の
プ
ラ
イ
ド
を
呼
び
起
こ
す
大
事
業

で
、
ぜ
ひ
と
も
無
事
故
で
完
成
さ
せ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
二
月
に
復
元
構
想
を

打
ち
出
し
て
か
ら
五
年
、
い
よ
い
よ
来

年
秋
の
完
成
に
向
け
て
大
き
な
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
石
垣
工
事
は
今
年
七
月
ま
で
に
積
み

上
げ
、
十
一
月
に
は
三
階
櫓
本
体
の
上

＼
峯
鉾
、

　
　
　
　
　
峯

　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
㌔

棟
式
を
行
い
、
市
制
施
行
四
十
周
年
記

念
式
典
を
予
定
し
て
い
る
平
成
六
年
十

月
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
大

手
門
は
平
成
七
年
三
月
ま
で
に
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。
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白石城復元事業

　
白
石
市
で
は
市
制
施
行
四
卜

周
年
記
念
に
当
た
る
平
成
六
年

秋
の
完
成
を
目
指
し
て
、
白
石

城
の
天
守
閣
に
当
た
る
三
階
櫓

と
大
手
門
を
二
十
億
円
を
投
じ

て
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。　

復
元
す
る
白
石
城
は
、
一
八

二
三
（
文
政
六
年
）
九
月
に
焼

失
後
再
建
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

江
戸
時
代
後
期
の
も
の
。
柱
な

ど
建
築
材
料
は
も
ち
ろ
ん
、
工

法
も
昔
な
が
ら
の
手
法
を
使
い
、

純
粋
に
「
城
」
そ
の
も
の
と
し

て
復
元
す
る
。

　
三
階
櫓
は
高
さ
約
十
六
メ
ー

ト
ル
の
木
造
三
階
建
て
で
、
木

造
復
元
の
城
と
し
て
は
、
弘
前

城
を
抜
い
て
東
北
最
大
と
な
る
。

木
造
建
築
の
高
さ
十
三
メ
ー
ト

ル
以
内
の
制
限
枠
を
越
え
る
全

国
初
の
ケ
ー
ス
で
、
こ
の
点
か

ら
も
画
期
的
な
意
味
を
持
つ
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
天

守
閣
を
発
掘
調
査
し
た
例
は
非

常
に
珍
し
い
こ
と
か
ら
、
調
査

の
状
態
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
て
、

城
が
完
成
し
て
も
発
掘
の
状
態

か
観
察
で
き
る
よ
う
な
建
築
方

法
を
全
国
で
初
め
て
採
用
し
た
。

　
予
定
通
り
進
め
ば
、
明
治
七

年
に
解
体
撤
去
さ
れ
て
以
来
、

ち
ょ
う
ど
百
二
十
年
ふ
り
に
、

「
平
成
の
城
」
の
威
容
が
よ
み

が
え
る
。

　
ま
た
市
民
の
支
援
も
活
発
で
、

市
民
か
ら
の
寄
付
を
受
け
入
れ

る
「
白
石
城
復
元
基
金
」
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
市
内
外
の
個
人
、

団
体
か
ら
七
十
数
件
、
約
一
億

三
千
七
百
万
円
余
り
の
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
た
。

灘

⑳
．
石
垣
つ
て
ぐ
つ
や
つ
て
碧
の
だ
ろ
う
？

　
ま
ず
、
大
き
め
の
石
が
、
石
垣
の
い
ち

ば
ん
下
の
石
（
根
石
）
と
し
て
、
い
っ
せ

い
に
据
え
ら
れ
ま
す
。

　
積
み
石
は
、
下
の
二
つ
の
石
に
同
じ
く

ら
い
の
力
が
か
か
る
よ
う
に
置
き
ま
す
。

石
の
裏
側
に
は
、
そ
の
石
の
下
と
隣
の
石

　
　
　
　
　
カ

と
の
間
と
に
、
支
い
物
の
小
石
を
詰
め
ま

す
。
そ
し
て
、
石
垣
の
裏
全
体
に
は
、
土

と
の
聞
に
栗
石
（
直
径
二
十
～
三
十
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
の
玉
石
）
を
厚
く
詰
め
こ
み
ま

す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
内
側
の
土
の
圧
力
は

石
垣
全
体
の
均
等
に
伝
え
ら
れ
る
と
と
も

に
、
土
中
の
水
は
け
も
罠
く
な
り
、
土
圧
・

水
圧
に
よ
っ
て
石
垣
が
部
分
的
に
外
に
押

し
出
さ
れ
る
（
は
ら
み
出
し
と
い
う
）
危

険
が
少
な
く
な
る
の
で
す
。

　
　
圧

薪
型

　
　
も
っ
と
も
注
意
深
く
石
垣
を
築
か
な
け

　
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
二
つ
の
石
垣
面
の

　
接
す
る
曲
が
り
角
で
す
。
そ
の
角
部
分
の

　
石
は
両
脇
か
ら
挟
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、

　
崩
れ
や
す
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
大
き
め

　
の
石
を
使
っ
て
二
面
の
石
垣
が
が
っ
ち
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

　
接
合
す
る
よ
う
に
、
独
特
の
積
み
方
（
算

　
木
積
み
と
い
う
）
を
し
ま
す
。
そ
の
石
は
、

　
石
工
が
少
し
加
工
し
た
も
の
を
使
い
ま
す
。

　
ま
た
、
角
が
高
く
、
他
の
端
が
低
く
な
る

　
よ
う
に
据
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妬
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評
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机
の
上
で
ペ
ン
を
握
る
よ
り
も
、
現

場
に
い
た
方
が
安
心
で
き
る
と
い
う
根

っ
か
ら
の
職
人
肌
。
部
下
か
ら
は
「
行

動
力
と
好
奇
心
は
も
の
す
ご
い
」
と
感

心
さ
れ
る
ほ
ど
、
仕
事
に
は
貧
欲
だ
。

　
和
田
さ
ん
は
大
阪
生
ま
れ
。
石
屋
に

弟
子
入
り
し
て
仕
事
を
学
び
、
砂
防
工

事
や
堰
堤
工
事
で
石
垣
の
組
み
方
を
仕

込
ま
れ
、
独
立
。
昭
和
四
〇
年
に
和
田

組
を
創
設
し
て
の
初
仕
事
が
播
州
「
赤

穂
城
」
の
石
垣
積
み
。
そ
れ
を
境
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ん
ぷ

大
阪
城
、
福
知
山
城
、
駿
府
城
な
ど
有

名
な
城
の
石
垣
を
手
が
け
た
。
東
北
で

は
弘
前
城
、
盛
岡
城
、
山
形
城
な
ど
数

多
い
。

置
縣

　
白
石
城
の
石
垣
を
見
て
和

田
さ
ん
は
、
　
「
野
づ
ら
積
み

と
い
う
古
い
石
垣
の
積
み
方

で
す
。
少
し
だ
け
昔
の
石
垣

が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
近

づ
け
る
石
組
み
が
求
め
ら
れ

る
難
し
い
仕
事
で
す
。
白
石

城
の
復
元
は
今
世
紀
最
後
の

お
城
の
復
元
に
な
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
仕
事
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
て
、
職
入
と
し
て
大
変
光
栄

で
す
一
と
熱
っ
ぽ
く
語
る
。

　
い
ま
九
人
の
職
入
が
大
阪
か
ら
や
っ

て
き
て
い
る
。
み
ん
な
和
田
さ
ん
が
仕

込
ん
で
育
て
た
職
人
ば
か
り
で
あ
る
。

石
職
人
は
全
国
中
を
股
に
か
け
て
歩
く

仕
事
だ
け
に
、
一
年
の
う
ち
家
族
と
一

緒
に
い
る
時
問
は
少
な
い
。
　
「
因
果
な

商
売
で
す
わ
」
と
職
人
の
一
人
が
笑
い

な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

　
現
場
は
い
ま
石
組
み
の
真
っ
最
中
。

大
型
ク
レ
ー
ン
で
石
垣
の
石
や
裏
込
め

石
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
　
「
寒
く
て
も

仕
事
は
で
き
る
ん
や
け
ど
、
雪
が
降
る

と
雪
の
深
さ
の
分
だ
け
す
き
間
が
で
き

て
あ
か
ん
の
よ
」
と
言
う
よ
う
に
、
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
組
み
上
げ
て

い
く
。
い
か
に
も
簡
単
に
積
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
熟
練
し
た

技
術
が
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

な
の
で
あ
ろ
う
。

　
職
人
た
ち
は
石
と
格
闘
し
な
が
ら
、

白
石
城
の
石
垣
は
徐
々
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
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広
報
し
ろ
い
し
二
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
白
石
市
　
四
月
一
日
か
ら

新
し
い
行
政
機
構
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
日
の
行

政
需
要
の
高
度
化
、
多
様
化
に
迅
速
か

つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
目
標
に

組
織
し
た
も
の
で
す
。

　
新
し
い
部
、
課
、
係
の
事
務
内
容
の

概
要
と
配
置
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
部

○
商
工
観
光
課

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
商
工
業
の
振
興

及
び
観
光
事
業
の
振
興
に
関
す
る
事
務

を
担
当
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
総
務

係
を
設
置
し
、
温
麺
の
館
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
、
働
く
婦
人
の
家
及
び
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事
務
を
担

当
し
ま
す
。土

木
部

民
生
部

o
秘
書
広
報
課

　
秘
書
、
姉
妹
都
市
、
国
際
交
流
及
び

広
報
広
聴
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
ま

す
。o

総
　
務
　
課

　
議
会
、
人
事
、
文
書
、
管
財
及
び
契

約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
。
新
た
に
O

A
推
進
係
を
設
置
し
て
オ
フ
ィ
ス
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
事
務
を
担
当

し
ま
す
。

o
企
画
財
政
課

　
総
合
計
画
の
策
定
、
国
土
利
用
計
画

に
関
す
る
こ
と
、
財
政
及
び
統
計
を
担

当
し
ま
す
。

o
地
域
振
興
課

　
新
た
に
設
置
し
た
課
で
、
地
域
振
興

に
係
る
施
設
の
整
備
計
画
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

o
工
事
検
査
室

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
市
で
発
注
し
た

工
事
の
検
査
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し

ま
す
。

○
税
務
　
課

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

事
務
を
担
当
し
ま
す
。
新
た
に
総
務
係

を
設
置
し
、
軽
自
動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
、

鉱
産
税
及
び
入
湯
税
に
関
す
る
事
務
を

担
当
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
管

理
徴
収
係
を
管
理
収
納
係
に
名
称
を
変

更
し
、
市
税
の
収
納
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

o
生
活
環
境
課

　
新
た
に
設
置
し
た
課
で
、
こ
れ
ま
で

保
健
衛
生
課
で
担
当
し
て
い
た
環
境
衛

生
、
公
害
防
止
、
廃
棄
物
の
処
理
に
関

す
る
事
務
を
担
当
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

　
　
で
総
務
課
で
担
当
し
て
い
た
消
防

　
　
安
全
に
関
す
る
事
務
と
市
民
課
で

　
　
し
て
い
た
行
政
相
談
に
関
す
る
事

務
を
担
当
し
ま
す
。

○
保
健
　
課

　
新
た
に
設
置
し
た
課
で
、
こ
れ
ま
で

保
健
衛
生
課
で
担
当
し
て
い
た
保
健
衛

生
、
老
入
保
健
、
保
健
指
導
、
予
防
接

種
及
び
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
事
務

を
担
当
し
ま
す
．

o
市
　
民
　
課

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
戸
籍
及
び
住
民

基
本
台
帳
の
管
理
並
び
に
国
民
年
金
に

関
す
る
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

o
福
祉
事
務
所

　
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
事
務
所
を
福

祉
事
務
所
に
名
称
を
変
更
し
民
生
委
員
、

生
活
保
護
、
心
身
障
害
者
の
福
祉
、
保

育
園
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

ま
た
長
寿
福
祉
係
を
設
置
し
、
高
齢
者

福
祉
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

産
、
業
部

す
る
事
務
、
都
市
公
園
等
の
維
持
管
理
、

都
市
計
画
事
業
の
施
行
及
び
用
地
の
収

用
等
の
事
務
を
担
当
し
ま
す
．

o
下
水
道
課

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
公
共
下
水
道
の

整
備
や
受
益
者
負
担
金
の
事
務
を
担
当

し
、
ま
た
、
新
た
に
普
及
係
を
設
置
し

て
下
水
道
の
普
及
促
進
に
関
す
る
事
務

を
担
当
し
ま
す
。

収
入
役
の
補
助
組
織

o
農
林
　
課

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
農
政
、
林
務
、

畜
産
、
農
林
土
木
及
び
地
籍
調
査
に
関

す
る
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

○
建
　
設
　
課

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
公
共
土
木
施
設

及
び
市
道
の
管
理
保
全
に
関
す
る
事
務

と
建
築
、
市
営
住
宅
に
関
す
る
事
務
を

担
当
し
ま
す
。

o
都
市
計
画
課

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
都
市
計
画
に
関
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教
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委
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会
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局
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こ
れ
ま
で
の
管
理
課
、
教
育
課
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
管
理
課
を
従
来

ど
お
り
と
し
て
、
教
育
課
を
学
校
教
育

課
に
名
称
を
変
更
し
て
、
学
務
係
と
指

導
係
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
生
涯
学
習
課

に
名
称
を
変
更
し
て
社
会
教
育
係
、
体

育
係
、
文
化
財
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

○
会
　
計
　
課

　
こ
れ
ま
で
の
出
納
審
査
係
を
、
新
た

に
出
納
係
と
審
査
係
の
二
係
と
し
て
事

務
を
分
担
し
ま
す
。
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みなさんからの素敵な

1青報を待ってます

懸匡
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蘇誌う佐々緬さん

郎、のちの西念和尚の墓が材木岩に

あると伝えられ、今回青年会が題材

として取1）上げました。観客は「そ

んないわれがあるとは知らなかった」

などと、改めて地域を発見する機会

にもなったようです。

　また祭典では、地域を巻き込んだ

カヤの実さがしにちなんで、小原中

教諭の佐々木隆行さんが「かやの木

山」の独唱を披露しました。

『聞かれく各乗るもお2がまわωが

　　ホ鼠書蓋謡たあ　俺の2と＆』

　　　　　　　　ざ鱈［簿螺．

　　　　　　　　　　　　　イ

　　　　　　　　曜　顕塁
小原ゆかりの「唄入観音経」を熱演

小原青年会（半沢伸介会長）主催　　　られる「唄入観音経」で、木鼠吉五

の新春芸能の祭典が1月17日、小原　　　郎が庄屋の甚兵衛に小判を与えるサ

温泉で開かれ、半沢会長みずから南　　　ビの場面では、「いいぞ」と観客から

京玉簾の妙芸を披露し、民謡や郷土　　声がかかり、集まった200人のお年

芸能などで盛り上が1）ました。　　　　寄1）たちは人情話の名演技に大きな

祭典の極めつけは毎年好評の手づ　　　拍手を送っていました。

くり演劇。今回の出し物は浪曲で知　　　　小原地区は、江戸の怪盗木鼠吉五

ちく　ば

竹馬の友がいっぱい

愚
、
－

　
　
　
　
　
一
濁

　
　
　
　
サ
ー
憲
麗

．
輔
鐵
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「
蕗
早
5
一

」
需
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
一
・
”
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翻
購
潤

　1月31日、大鷹沢小学校で竹馬大

会が行われ、竹馬リレーや竹馬でパ

ズルなどのゲームが展開されました。

　これは今回で18回目となる大鷹沢

小学校の伝統行事で、八つの縦割り

班で競われるものです。

　当日は、多少風か強かったものの

晴天に恵まれ、子どもたちは大ハッ

スル。上級生に支えられてかんばる

1年生や大人を負かす子どももいて

回りから熱い声援が贈られていまし

た

94人の華麗なシュプール

　2月5日、みやぎ蔵王白石スキー

場で南蔵王山ろくスキー大会が開か

れ、福岡、深谷小学校の5分校の児

童94名が見事な滑走を披露しました。

　分校同士の親睦とスキー技術の向

上を狙いとして毎年行われている当

大会も今年で12回目。晴天と良質の

雪に恵まれた絶好のコンディション

の中、チビッコスキーヤーたちが回

転、大回転のタイムを競い合い、父

母や先生から盛んな声援を受けてい

ました。

ヨ　ヒ

馨灘欝、
　－鑑し蟻　　㌻　詩 副一’
　㌔幽　　・鮎「艦窪認、藁繕・『

轍
磐

大平小跡地に白石署庁舎

　　堕蔓量範襲護讐螺騒麗

　昭和35年に建築され、老朽化と手

狭なことから新築移転することにな

っていた白石警察署の新庁舎の起工

式が1月22日に行われました。

　新庁舎の建設地は大平小跡地で、

敷地面積が5，800ぜ。鉄筋コンクリ

ート三階建て、延べ床面積2，！00m2

で、総事業費約9億5，000万円。現

庁舎と比べて敷地、面積とも約3．5

倍にな1）ます。駐車場も100台収容

でき、免許書き換え時の混雑が解消

されます。

，
，
一

指す手に思わず力が

　　　　　　こもる

　市内外から60名が参加して2月7

日、中央公民館で新春囲碁将棋大会

が開かれました。

　最年少は白石第二小学校二年の近

野弘好くん（八幡町）。4歳頃から

テレビの将棋番組を見て覚え、昨年

からこの大会に出場しています。

揖
集

　
㌦
．
纂

㌔
即
逢
転

　1ば、

撃乙鱗；野　、　縣
　昌

　大会は有段、A～C級に分かれて

対戦。特に囲碁では三つどもえの決

定戦の末に最優秀が決まるという白

熱した戦いとなりました。

　最優秀を勝ち取ったのは、次の方

々でした。

○囲碁の部　佐藤正さん（白　石）

○将棋の部　伊藤　豊さん（蔵王町）

白寿おめでとう

　　　　こざいます

　去る2月14日、99歳の誕生日を迎

えられた福岡蔵本の八木沼忠太郎さ

んの白寿を祝って、川井市長から賀

状と記念品の純金杯が贈られました。

　忠太郎さんは目が良く、メガネを

かけないで新聞をお読みになります。

日記をつけたり、聞いたことをメモ

するなど、常に頭をつかっておられ

ることが、忠太郎さんの若さの秘訣

かもしれませんね。

長
寿
は
人
類
の
最
高
の
夢
で
あ
っ
た
。
漢
の
武

帝
や
階
の
場
帝
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
人
は
常
に

不
老
長
寿
と
い
う
見
果
て
ぬ
夢
を

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
孤
独
に
さ
い
な
ま

れ
、
病
気
に
苦
し
み
、
あ
る
い
は
寝
た
き
り
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
過
ご
す
毎
日

迫
い
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
工
業

化
社
会
の
進
展
に
よ
り
居
住
環
境

が
良
好
と
な
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
が
摂
ら
れ
、
抗

生
物
質
に
よ
り
伝
染
病
が
撲
滅
さ

れ
る
等
で
、
私
達
は
八
十
歳
代
ま

で
容
易
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
か
つ
て
の
農
業
社
会
で
は
老
人

の
持
つ
豊
富
な
経
験
と
知
恵
が
尊

重
さ
れ
、
古
老
の
地
域
社
会
に
お

け
る
地
位
は
厳
然
と
し
て
存
在
し

て
い
た
し
、
三
、
四
十
年
前
ま
で

は
長
生
き
は
当
人
に
と
っ
て
も
周

囲
の
者
に
と
っ
て
も
ま
さ
し
く
慶

賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
に

、鯉勤

團辞世の歌璽

代
表
さ
れ
る
西
欧
型
福
祉
社
会
が
行
き
詰
ま
っ
て

し
ま
う
と
、
長
寿
は
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
面

は
老
残
で
し
か
な

い
。
一
方
、
家
族

に
囲
ま
れ
て
長
い

豊
か
な
経
験
を
基

礎
と
し
て
、
ト
ー

タ
ル
と
し
て
の
入

間
の
大
き
さ
を
追

求
で
き
る
こ
と
は
、

長
寿
の
大
き
な
プ

ラ
ス
面
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
い
か
に

上
手
に
長
生
き
を

す
る
か
、
い
わ
ゆ

る
ウ
エ
ル
・
エ
イ

ジ
ィ
ン
グ
（
≦
〇
一
一

＞
α
q
巴
轟
）
が
問

題
と
な
っ
て
く
る
。

人
間
は
肉
体
的
に
は
三
十
歳
を
過
ぎ
れ
ば
衰
退
の

方
向
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
精
神
力
は
八
十
代
に
な
っ
て
も
か
な
り

高
い
水
準
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
大
脳
、
殊
に

前
頭
葉
は
積
極
的
に
使
い
続
け
る
こ
と
に
よ
り
高

水
準
の
精
神
的
機
能
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
学
問

的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
の
十
二
月
十
三
日
、
芝
辻
き
よ
ふ
さ
ん
が

亡
く
な
ら
れ
た
。
明
治
二
十
三
年
一
月
十
日
生
ま

れ
で
あ
る
か
ら
満
百
二
歳
、
あ
と
一
ケ
月
足
ら
ず

で
百
三
歳
を
迎
え
る
高
齢
者
で
あ
っ
た
。
芝
辻
さ

ん
は
長
寿
の
プ
ラ
ス
面
で
あ
る
精
神
主
導
型
の
晩

熟
の
人
生
を
見
事
に
生
き
抜
か
れ
た
方
で
あ
る
。

若
い
時
か
ら
多
く
の
婦
女
子
に
裁
縫
を
教
え
て
お

松竹梅敬老祝金を川井市長から

受けとる芝辻さん（平成3年）

ら
れ
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で
新
聞
を
隅
か
ら
隅
ま

で
精
読
さ
れ
る
の
が
日
課
で
あ
っ
た
。
驚
く
べ
き

は
八
十
七
歳
の
頃
か
ら
詩
吟
に
挑
戦
さ
れ
、
九
十

二
歳
か
ら
小
片
先
生
に
就
い
て
書
道
を
修
め
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
亡
く
な
る
四
日
前
ま
で
年
賀
状

を
書
き
、
最
後
ま
で
家
族
に
支
え
ら
れ
て
ト
イ
レ

に
立
っ
た
と
い
う
精
神
力
に
は
感
嘆
す
る
ほ
か
は

な
い
。今

年
の
二
月
四
日
、
ご
長
男
の
芝
辻
長
次
さ
ん

が
来
所
さ
れ
、
故
人
の
遺
志
と
い
う
こ
と
で
老
人

福
祉
の
た
め
に
と
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
戴
し
た
。

ご
遺
志
に
報
い
る
た
め
に
市
で
は
手
動
式
ジ
ャ
ヴ

キ
ベ
ッ
ト
四
台
を
購
入
し
、
在
宅
で
療
養
さ
れ
て

い
る
お
年
寄
り
の
た
め
に
お
貸
し
す
る
よ
う
に
措

置
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
き
よ
ふ
さ
ん
の
辞
世
の
歌
を
感
動
を
も
っ
て
ご

紹
介
し
た
い
。

　
わ
れ
死
な
ば

　
　
泣
く
な
　
嘆
く
な
　
喜
べ
よ

　
　
　
百
三
歳
の
　
晴
れ
の
旅
立
ち

高
齢
化
社
会
を
見
事
に
生
き
抜
い
た
明
治
の
女

性
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

灘
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“

混
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
リ
ン
デ
⑳

み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
2
0
周
年

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
混
声
合
唱

団
コ
ー
ル
・
リ
ン
デ
で
す
。
昭
和
4
8
年

の
創
団
以
来
、
今
年
で
2
0
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
白
石
市

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
賜
物

と
、
厚
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
合
唱
は
、
　
「
多
く
の
人
が
声
を
そ
ろ

え
て
歌
う
こ
と
」
と
辞
書
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
リ
ン
デ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
社

会
人
や
王
婦
、
学
生
が
中
心
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
合
唱
は
、
あ
く
ま
で
も
自

分
た
ち
の
生
活
の
一
部
で
あ
り
、
あ
る

と
き
は
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
、
ま

た
あ
る
と
き
は
指
導
者
の
佐
々
木
隆
行

先
生
（
小
原
中
学
校
教
諭
・
仙
台
オ
ペ

ラ
協
会
所
属
）
の
心
温
ま
る
ジ
ョ
ー
ク

に
大
爆
笑
し
な
が
ら
、
意
欲
的
に
歌
の

稽
古
を
続
け
て
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
と
し
て
は
、
五
月
九
日

に
大
河
原
で
行
わ
れ
る
仙
南
合
唱
祭
へ

の
参
加
、
宮
城
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
ヘ

の
出
場
、
そ
し
て
秋
に
予
定
さ
れ
て
い

る
定
期
演
奏
会
を
行
う
こ
と
な
ど
が
挙

加
賀
谷

亮

願跨覇．

げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

今
年
で
1
7
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

20

周
年
に
ち
な
ん
だ
企
画
を
計
画
中
で

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
演
奏
会
は

　
　
　
創
立

…
…

㎜
、
豆
聾
内
才

蝉
諺
鳶
懇
一 　　　　　　～

　　暴撫1
　　上野雄規～
味に．山しくにうl

lがい・やた一咲一1
画そ・広とがく、っ1

るぎ・島一嘱
こだに県うます　l
Lろはに考んな春1
瓦後残えさわのl
l孝るで，くち初1
二　　　こ　墨也　め　　　r　ダ）←

1近方有に先頃1
　い名　転ず真1
　意た・岡化咲先1
砂罐於び↓牝苧醗砂↓～↑ψ」

　　　　　　亭一　　　一

か
鶴
鑓
慧
繕
厩

間
形
成
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
志
つ
　
∞

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
菩
提
樹
リ
ン
デ
は
、

良
い
合
唱
音
楽
を
市
民
・
地
域
の
皆
さ

ん
に
お
聴
か
せ
で
き
る
よ
う
、

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
花
咲
き
土
の
色
う
ご
く

　
　
　
　
ー
小
田
倉
白
流
子
1

ま
だ
雪
の
残
る
雑
木
林
に
入
る
と
、

温
み
か
け
た
風
に
な
ぴ
く
黄
色
い
切

り
紙
細
工
に
巡
り
会
え
る
。

　
マ
ン
サ
ク
の
語
源
に
は
二
説
が
あ

る
。
一
つ
は
「
満
作
」
で
、
花
序
に

び
っ
し
り
と
つ
け
る
花
の
様
を
、
稲

の
豊
年
満
作
に
掛
け
た
も
の
だ
。
も

七ケ宿町のマンサク

　
と
こ
ろ
で
、
岐
阜
や
福
井
県
に
、
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

捻
を
升
ぎ
と
呼
ぶ
地
域
が
あ
る
と
い
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

う
。
刈
柴
や
筏
を
縛
る
材
料
を
意
味
醒

す
る
「
ね
そ
」
が
基
に
な
っ
て
い
る
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

こ
と
か
ら
、
マ
ン
サ
ク
は
山
仕
事
を
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

す
る
八
々
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
二
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

と
が
わ
か
る
。
実
際
、
越
河
で
は
、
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

今
で
も
柴
刈
り
の
と
き
に
し
な
や
か
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

な
こ
の
性
質
を
利
用
し
て
い
る
。
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
白
石
で
は
ま
た
、
マ
ン
サ
ク
に
関
醗

す
る
こ
と
わ
ざ
も
知
ら
れ
て
い
る
。
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

「
マ
ン
サ
ク
の
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
轟

た
年
は
豊
作
に
な
る
」
と
か
、
　
「
マ
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉾

ン
サ
ク
の
花
が
下
向
き
に
咲
い
た
ら
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

豊
作
だ
」
と
い
う
。
生
計
の
鍵
を
に
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔

ぎ
る
米
の
で
き
ぐ
あ
い
を
、
こ
の
花
於

の
咲
き
方
で
占
マ
つ
わ
け
で
あ
る
・
収
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

量
が
安
定
し
て
い
る
近
年
は
と
も
か
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

く
、
何
年
か
お
き
に
飢
饅
に
見
舞
わ
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

れ
た
時
代
に
は
、
稲
穂
が
た
わ
わ
に
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

実
る
こ
と
を
願
っ
て
こ
の
花
を
引
き
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

合
い
に
出
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
　
　
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
種
小
名
ヤ
ポ
ニ
カ
が
示
す
通
り
日
轟

本
原
産
の
固
有
種
で
、
全
国
の
丘
陵
幹

ー
謬晟

》仕事について

　コンピュータの仕事をしています。相手

　がコンピュータだけに間違って打ち込むと

　素直にエラーになって返ってきます。おっ

　ちょこちょいな性格なので、エラーをしな

　いように心掛けています。

》今、夢中になっていること

　青少年ホームで生け花を習っています。

　仕事の都合でなかなかいけませんが、少し

　でも花の気持ちになって生けれたらいいな

　と思っています。

　
　
　
　
　
、
馨

三液仙南夕一ミナル

阿部真奈美さん
　（21歳・大鷹沢）

鯵夢や目標

　　バイタの免許を取って旅行にいくことで

　す。でも運動神経がないのでいつになるの

　かわか1）ません。

り理想のタイプ

　　明るくて飽きのこない人。それでいて優

　しく抱擁力がある人だったら最高です。理想

　の入が現れないので結婚はまだまだ先かな？

●○●●●●●●●●●●●●

　藤識習　　山田昇侠さん
　　　　　　　　（郡山花見平）

　白石の宇治難子の節は、伝え聞くところによ

ると、私の先祖が、京都から祇園離子の旋律を

覚え、伝承してきたものだそうです。私も30年

前よ1）、山田家7代目の曉子笛奏者として、春

祭りや盆踊りなどで演奏してまい1）ました。

　この度、碧水園からの依頼で、5月頃から白

石宇治曉子教室を担当することにな1）ました。

白石市の伝統芸能を多くの方々にお教えできる

この機会を大変うれしく思います。

＝噸
　　　l

“
嘱
肺
閾
』
酵
E
赫
瞬
ー
5
－
誤
1
『
一
猛
㌢
ー
騨
6
戸
了
員
隆
悶
ー
，
鵠

高

　　　　　　　　茜　　　　　　　一7　　　　　署　　｝　　　　一，　　　箭－　　冠E早昌

、
國
圏
・
股
兵
三
選

　
小
寒
の
ス
ー
パ
ー
に
苺
並
べ
ら
れ
季
節
感
な
き
豊
か

～
さ
佗
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

忘
七
草
の
ま
た
巡
り
く
る
と
田
ゆ
つ
夜
皇
太
子
妃
の
ニ
ュ

ー
ス
流
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

皿
こ
ぼ
れ
実
を
育
て
て
す
で
に
十
余
年
雪
舞
ふ
庭
に
寒

　
椿
咲
－
　
　
　
菊
地
静
枝

三
き
ほ
ひ
つ
つ
水
仙
の
芽
の
伸
び
ゆ
く
を
朝
々
に
見
て

f
日
管
ま
る
　
　
　
　
石
沢
敏
子

ニユ
ニ
十
五
年
振
り
初
老
を
過
ぎ
て
帰
り
し
子
親
を
凌
ぎ

皿
て
逞
し
く
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

「’
漉
き
終
え
て
冷
た
き
手
を
ば
さ
す
る
ひ
と
白
妙
の
紙

「
、
は
冬
日
に
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

　
．
老
い
二
人
師
走
の
宵
に
賀
状
書
く
若
き
日
の
友
を
思

「
㌔
－
～
ト
？
H
㍑
～
受
h
町
㌔
、
－
＾
乱
ポ
岨
呉
ー
ー
ず
目
真
団
陶
凸

臣
廿
∴
－
躍
型
§
撃
肖
5
局
醍
l
H
睡
｝
h
h
T
M
四
伊
隠
曇
卿
範
鶉
占
噸
閃
、

い
浮
か
べ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

祐
介
の
書
初
め
「
元
日
」
部
屋
中
に
散
ら
ば
り
墨
の

匂
ひ
ひ
ろ
が
る
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

新
春
の
神
苑
遠
く
眺
む
れ
ば
松
喰
虫
に
巨
木
枯
れ
る

あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

一
段
ご
と
眺
め
て
は
編
む
孫
の
服
遊
ぶ
姿
を
胸
に
画

き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

「
評
」
一
首
目
、
野
菜
、
果
実
の
栽
培
技
術
の
研
究

進
歩
に
よ
り
、
季
節
に
か
か
わ
り
な
く
商
品
と
し
て

店
頭
に
並
べ
ら
れ
る
。
飽
食
の
時
代
と
言
っ
て
も
季

節
の
喜
び
が
な
い
豊
か
さ
は
佗
し
い
。
二
首
目
、
国

民
ひ
と
し
く
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
た
の
は
七
草
の

夜
だ
っ
た
。
三
首
目
、
愛
情
が
み
の
っ
た
喜
び
の
歌
。

岡
圏
鈴
木
貞
　
二
選

ー
幽
障
隔
興
撞
ξ
禍
醒
堆
｝
一
　
麟
殴
畢
『

白
菜
の
葉
と
茎
丸
く
牧
ま
れ
る

花
咲
け
る
ご
と
き
リ
フ
ト
の
ス
キ
ー
客

切
貼
り
を
し
て
手
ぬ
き
な
り
老
の
部
屋

縫
初
に
夫
の
古
足
袋
繕
へ
り

妻
と
よ
き
雑
煮
た
べ
て
は
横
に
な
る

雪
が
降
り
予
報
通
り
に
な
っ
て
き
し

故
里
の
川
あ
た
た
か
し
冬
の
霧

「
評
」
一
句
目
、

る
様
。
二
句
目
、

誠
に
小
さ
い
が
、
ま
だ
生
き
て
い
る
。

覆
の
菰
を
か
つ
い
で
い
る
が
、

て
い
る
寒
牡
丹
で
あ
る
。

鈴
木
民
子

若
桑
げ
ん
じ

高高佐近川
子橋藤内村

　正善キ静
橘雄夫ヨ恵

挟
の
長
い
和
服
で
弾
初
を
し
て
い

ふ
と
手
の
ひ
ら
に
の
っ
た
雪
虫
は

　
　
　
　
　
三
句
目
、
霜

　
　
　
笠
も
立
て
て
咲
か
せ

〇
三
月
例
会
は
、
＝
一
月
二
十
八
日
（
日
）
行
い
ま
す
。

鈴
木
誤
差
選

弾
初
や
長
き
訣
を
た
ぐ
り
つ
つ
　
　
　
岩
沢
　
伍
峯
　
　
来
客
を
心
待
ち
す
る
休
肝
日
　
　
　
　
佐
藤
　
武
雄

綿
虫
の
小
さ
き
命
て
の
ひ
ら
に
　
　
　
日
下
　
　
文
　
　
欠
点
が
あ
る
か
ら
長
所
よ
く
目
立
ち
　
草
野
　
　
清

菰
着
せ
て
尚
も
笠
立
て
寒
牡
丹
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺
　
　
持
病
も
ち
ゆ
っ
く
り
く
だ
る
余
命
坂
　
近
江
孫
太
郎

初
滑
り
リ
フ
ト
で
拝
む
初
日
の
出

色
々
な
薬
飲
ま
さ
れ
長
生
き
す

健
康
の
証
し
も
果
す
入
選
句

年
一
度
の
賀
状
の
友
が
気
に
か
か
る

バ
カ
チ
ョ
ン
で
撮
っ
た
写
真
が
入
選
し

五
億
円
飢
え
で
死
ぬ
子
の
記
事
の
そ
ば

未
亡
人
に
な
っ
て
世
間
が
広
く
な
り

「
評
」
一
句
目
、

日
を
明
日
に
変
更
で
き
る
ん
だ
が
。

の
無
い
人
も
無
い
し
、

て
ま
す
よ
。
三
旬
目
、

米大佐近宍
沢沼藤内戸

　
齢
↑

広
．
｝
、

キ
ヨ
厩

　
監
一
凸

喜
柳
叫

妙
子
悟

礼
子
’
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子
い
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
平
吉
臣

　
　
　
　
　
お
客
さ
ん
が
い
ら
し
た
ら
、
休
肝
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
句
目
、
欠
点
↑

　
　
　
　
　
　
人
は
長
所
を
一
つ
必
ず
持
っ
・

　
　
　
　
　
　
一
病
と
二
人
三
脚
老
い
の
坂
て

と
い
う
心
境
も
大
切
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八
ベ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広
凋

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
［
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

鑛
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白石市役所　奮25－2111

㊨一問い合わせ先㊦一内線

そして

市
役
所
は
四
月
一
日
か
ら

　
　
毎
週
士
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す

　
市
役
所
で
は
、
四
月
か
ら
国
、
県
と

同
様
に
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
次
の
施
設
は
従
来
ど
お

り
土
曜
日
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

轡
学
校
等

　
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

　
　
（
第
二
土
曜
日
は
休
業
で
す
）

曝
社
会
福
祉
施
設

　
保
育
園
、
児
童
館
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー瞳

そ
の
他
の
施
設

　
市
民
体
育
館
・
市
民
会
館
、
地
方
卸

売
市
場
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
働
く

婦
人
の
家
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

古
典
芸
能
伝
承
の
館
、
中
央
公
民
館
、

図
書
館

謡
鯨
跨

　
　
　
　
　
　
葺

ド綱　11r㌔一辱i御

剛
爵

　蘇

』
㌧
輪

鈴

市
民
課
の
窓
□
業
務
は
こ
う
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
場
合

　
　
　
　
　
一
、
請
求
書

　
　
，
「
－
課
』

◎
四
月
一
日
か
ら
す
べ
て
の
土
曜
日
は

　市役所本

庁
舎
・
事
務
連
絡
所
が
閉

　
庁
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
課
の
窓

　
口
業
務
も
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
戸
籍
に
関
す
る
届
出
、

　出

生
届
・
婚
姻
届
・
死
亡
届
（
埋
火

　葬許

可
を
含
む
）
な
ど
の
受
付
事
務

　
は
、
日
曜
日
・
祝
日
と
同
じ
よ
う
に
、

　
一
階
宿
直
室
（
警
備
員
室
）
で
行
い

　
ま
す
。

　
※
届
出
の
際
は
、
必
ず
「
印
鑑
」
を

　
　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
住
民
票
、
印
鑑

　
証
明
書
、
年
金
受
給
権
者
現
況
届
な

　
ど
の
請
求
は
、
市
役
所
の
開
庁
日
に

　
市
民
課
ま
た
は
、
各
事
務
連
絡
所
の

　
窓
口
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
都
合
で
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
印

　
鑑
証
明
書
を
除
き
、
郵
便
で
の
請
求

　
も
で
き
ま
す
。

　
請
求
者
の
住
所
・
氏
名
・
押
印
・
連

　
絡
先
の
電
話
番
号
・
必
要
な
戸
籍
の

　
種
類
と
必
要
枚
数
・
本
籍
地
番
・
戸

　
籍
の
筆
頭
者
氏
名
（
抄
本
の
と
き
は

　
必
要
な
人
の
氏
名
）
・
請
求
理
由
（
使

　
い
み
ち
）
を
具
体
的
に
書
い
て
く
だ

　さ

い
。

二
、
手
数
料

　
郵
便
局
に
お
い
て
、
該
当
す
る
手
数

　
料
額
の
「
定
額
小
為
替
」
を
買
い
求

　
め
同
封
し
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
謄
本
・
抄
本
一
通

除
籍
謄
本
・
抄
本
一
通

改
製
原
戸
籍
抄
本
一
通

身
分
証
明
書
　
　
一
通

戸
籍
の
附
票
　
　
一
枚

四
〇
〇
円

七
〇
〇
円

七
〇
〇
円

二
〇
〇
円

二
〇
〇
円

戸
籍
謄
本
・
抄
本
と

　
住
民
票
は
郵
便
で
も

　
　
　
　
請
求
で
き
ま
す

三
、
返
信
用
封
筒

　郵便料を

添
え
、
請
求
者
の
住
所
・

　
氏
名
を
記
入
し
、
同
封
し
て
く
だ
さ

住
民
票
の
場
合

　、

請
求
書

　請求者の

住
所
・
氏
名
・
押
印
・
連

　絡先の

電
話
番
号
・
必
要
と
す
る
方

　
の
住
所
・
世
帯
主
氏
名
・
必
要
な
人

　
の
氏
名
と
枚
数
・
請
求
理
由
（
使
い

　
み
ち
）
を
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ

二
、
手
数
料

　
住
民
票
一
通
に
つ
き
、
二
〇
〇
円
。

　
た
だ
し
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
は
、

　
二
〇
〇
円
に
一
名
増
す
ご
と
に
、
五

　
〇
円
を
加
算
し
て
く
だ
さ
い
。
「
郵
便

　
定
額
小
為
替
」
で
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
返
信
用
封
筒

　
郵
便
料
を
添
え
、
請
求
者
の
住
所
・

　
氏
名
を
記
人
し
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
印
鑑
登
録
証
明
書
は
「
印
鑑
登
録
証
」

　
を
持
参
の
う
え
、
市
民
課
ま
た
は
、

　
各
事
務
連
絡
所
の
窓
口
で
直
接
請
求

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
郵
便
に
よ
る
証
明
書
交
付
は
い
た

　
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
市
役
所
東
側
入
口
に
「
住
民

ポ
ス
ト
」
を
設
置
し
ま
す
。
閉
庁
時
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
・
封
筒
な
ど
も
用
意
し
ま

す
。
ま
た
現
金
の
同
封
も
で
き
ま
す
。

　
郵
便
請
求
の
あ
て
先

　
〒
九
八
九
1
0
二

　
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号

　
白
石
市
市
民
課
㊨
二
壬
二
二
三
四

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
臥

圃●
水
道
が
こ
わ
れ
た
ら
？

　
平
日
や
休
日
で
も
白
石
市
公
認
水
道

工
事
業
者
が
修
理
し
ま
す
の
で
、
次
の

業
者
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
料
金
は
市
が
定
め
た
標
準
単

価
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

ど
の
店
も
同
じ
で
す
。

●
漏
水
に
こ
注
意

　
前
月
に
比
べ
て
急
に
水
道
の
使
用
量

が
増
え
た
と
き
は
要
注
意
。
全
部
の
水

道
の
蛇
口
を
閉
め
て
、
メ
ー
タ
ー
内
の

表
示
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
動
い
て
い
れ
ば
漏
水
の
可
能
性

が
大
で
す
。
急
い
で
公
認
水
道
工
事
店

に
修
理
し
て
も
ら
い
ま
し
よ
う
。

水
道
料
金
も
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

■白石市公認水道工事業者■

　T　E　L
25－7701・26－2351

26－3939

26－3280

25－3349

25－4391

25－7342

25－6778

25－8511

25－2462

25－1665

26－3098

25－7065

25－2254

26－3621

26－3854

25－2627

25－2931

26－2255

　　住　　　　所

郡山字西堀55－15

大鷹沢大町字稲荷山149－1

字白石沖6－1

大鷹沢三沢字坂端124

福岡蔵本字西町13

福岡長袋字高畑13

福岡深谷字三本木42

字中町30

郡山字西堀53－8

郡山字雨ケ作4－7

鷹巣字寺入屋敷25－12

福岡深谷字荒井前81

字寺屋敷前15

字堂場前105

字長町58－16

宇寿山20d2

城ヰ」据ll－1

字長町11

公認業者氏名

陶鈴木設備工業

㈱エコー設備工業

㈲島貫住設
㈱ミツヤ設備機工

㈱東洋設備
㈲協栄工業所

日下設備
㈱自石モーター

伸栄設備
㈲佐藤設備工業

高橋ポンプ店

㈲日下産業
α防伊藤商店住設部

㈱上西産業
㈱ユニオン工業

㈲佐　　 光

㈲マルカツ風呂店

働島本商店

認
号

公
番

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

16

17

1只

み
ん
な
で
つ
く
る
、
世
界
の
し
あ
わ
せ
。

国際ホランティア貯金

加入者が1，000万人を

超えました。

　だれでも参加できる

国際貢献に協力してみ

ませんか？

　　　　郵便局から

團
　
　
エ
イ
ズ
相
談
・
抗
体
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
仙
南
保

健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
の
相
談
・
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
勇
気
を
も
っ
て
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
各
保
健
所
の
検
査
日
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
　
　
合
　
　
せ
　
　
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
時
間

　
保
　
　
健
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
検
　
　
査
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
ー
1
0
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
五
三
ー
三
一
　
　
　
内
線
三
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
第
二
週
・
第
四
週

　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
曜
　
　
日

仙
　
南
　
保
　
健
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
二
五
ー
二
一
G
七
　
総
務
係

　
　
　
　
　
　
第
三
週
水
曜
日

仙
南
保
健
所
白
石
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
六
三
－
二
〇
二
〇
　
総
務
係

仙
南
保
健
所
角
田
支
所

　
　
　
　
　
　
第
　
　
週
火
曜
日

〔
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
）

・
電
話
か
、
検
査
日
時
に
保
健
所
で

直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

〔
エ
イ
ズ
抗
体
検
査
）

・
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
電
話

願
い
ま
す
。

・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
検
査
料
は
、
一
六
八
○
円
で
す
。

・
検
査
結
果
は
、
採
血
後
二
週
間
目

に
本
人
に
来
所
い
た
だ
き
、
直
接
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

・
体
内
に
抗
体
が
で
き
る
の
は
、
感
染

し
た
と
思
わ
れ
る
日
か
ら
六
日
～
十

二
週
間
か
か
り
ま
す
の
で
、
十
二
週

聞
以
降
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

十
二
週
間
以
前
に
検
査
し
た
場
合
は
、

十
二
週
間
以
降
に
再
検
査
を
し
て
く

だ
さ
い
。

諮纒麟遅　者
。用る動を季かの
　心み・前節け
　のに山にでて
　心ま火行すは
　をど事わ。’
　引わ予れ　風
　きさ防る　の
　締れ運の　強

　
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
は
、
風
の
強

い
日
が
多
く
火
災
の
季
節
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
を
前
に
行
わ
れ
る
の

が
全
国
火
災
予
防
運
動
・
山
火
事
予
防
運

動
で
す
。
気
温
の
ゆ
る
み
に
ま
ど
わ
さ
れ

ず
、
み
ん
な
で
火
の
用
心
の
心
を
引
き
締

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

山
も
緑
も
地
球
も
泣
ぎ
ま
す
森
林
火
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

國　
下
水
道
供
用
開
始
後
三
年
以
内
に
宅

内
排
水
設
備
（
宅
内
の
水
洗
化
）
の
整

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
二
年
四
月
一
日
供
用
開
始
地
域

の
方
は
、
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
で

供
用
開
始
後
三
年
を
経
過
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
三
年
以
内
で
あ
れ
ば
融
資
あ

っ
せ
ん
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
宅
内

排
水
設
備
未
整
備
の
方
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

㊨
市
下
水
道
課
　
㊧
二
七
三

團　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い

る
世
代
が
、
年
金
受
給
者
を
支
え
る

「
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
の
制
度

で
す
。

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
平
成
五
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の

保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
一
ヵ
月
一
〇
、

五
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
．
．
ま
た
、
一
年

問
分
を
前
納
す
る
場
合
は
、
一
二
二
、

九
六
〇
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
納
め
忘
れ
が
心
配
な
方
は
、

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
や
納
付
組
織

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

醗



地
球
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
手
な
買
い
物
と
は
？

o
包
装
の
簡
単
な
も
の

　
む
だ
を
省
く
た
め
に
、
で
き
る
だ

け
包
装
の
簡
単
な
も
の
を
選
び
ま
し

よ
・
つ
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
の
で
ぎ
る
も
の

　
ガ
ラ
ス
び
ん
な
ど
、
再
利
用
、
再

生
利
用
で
き
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

・
フ
。

o
消
費
電
力
の
少
な
い
も
の

　
蛍
光
管
は
同
じ
明
る
さ
な
ら
、
白

熱
電
球
の
約
3
分
の
ー
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
で
す
み
ま
す
。

Q
エ
コ
マ
ー
ク
や
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
の

つ
い
た
も
の

　
エ
コ
マ
ー
ク
は
、
環
境
へ
の
影
響

が
少
な
く
、
環
境
保
全
に
役
に
立
つ

商
品
に
つ
け
ら
れ
る
マ
ー
ク
で
す
。

　
⑫
ゼ
、

▲エコマーク

　
グ
リ
ー
ン
マ
ー
タ
は
再
生
紙
を
使

っ
た
商
品
に
つ
け
ら
れ
る
マ
ー
ク
で

す
。　

　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
▲

　
※
「
エ
コ
」
…
…
…
よ
い
環
境

　
　
「
再
生
紙
」
…
…
古
新
聞
な
ど
古

　
紙
を
再
生
利
用
し
て
作
ら
れ
た
紙

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
資
源
の
多
く
を
外

国
に
頼
っ
て
い
る
私
た
ち
は
、
こ
れ
か

ら
も
豊
か
で
安
心
な
生
活
を
続
け
て
い

く
た
め
に
、
む
だ
を
省
き
、
も
の
を
大

切
に
し
、
リ
サ
イ
タ
ル
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
積
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
や
、
エ

コ
マ
ー
ク
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
タ
の
つ
い

た
商
品
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

　
三
月
三
日
は

●。．

「
耳
の
日
」
要

　
「
英
雄
」
　
「
運
命
」
　
「
田
園
」
　
「
合

階
」
と
い
え
ば
、
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
作

曲
し
た
交
響
曲
で
す
。
彼
は
生
涯
を
通

じ
て
、
数
多
く
の
管
弦
楽
曲
や
声
楽
曲
、

室
内
楽
を
書
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
の
作
品
の
多
く
は
、
耳
が
聞
こ

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ハ
ン
デ
ィ
と
闘

い
な
が
ら
作
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
、
耳
が
ま
っ
た
く

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
一
八
一
九
年
以
降

　
　
　
　
お
ん
さ

も
、
補
聴
器
や
音
叉
を
使
い
、
積
極
的

に
作
曲
し
ま
し
た
。
　
一
八
二
四
年
に
は

交
響
曲
第
九
番
「
合
唱
」
を
作
り
、
ケ

ル
ン
ト
ナ
ー
ト
ー
ル
劇
場
で
初
演
し
、

大
成
功
を
収
め
ま
し
た
が
、
指
揮
台
に

立
っ
て
い
た
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
に
は
、
観

矯
5
　
凄

褒
（
’
馨

客
の
拍
手
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

独
唱
者
の
一
人
に
聴
衆
の
方
へ
向
け
ら

れ
て
、
初
め
て
そ
れ
に
気
づ
い
た
の
で

す
。　

現
在
国
内
に
、
聴
力
に
障
害
を
も
っ

た
人
が
約
三
十
六
万
人
い
ま
す
。
こ
の

原
因
の
約
五
四
％
は
、
後
天
的
な
疾
病

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
方

々
は
、
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
と
同
じ
よ
う
に

ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
生
活
を
し
て
い

ま
す
。

　
耳
は
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
、
欠
か
せ
な
い
器
官
で
す
。
三

月
三
日
は
「
耳
の
日
」
で
す
。
あ
な
た

は
耳
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。

購

〆砂理場か喬＼

　　　お願い、

Oし尿くみ取りの申し込み

　平成5年4月1日から越河・斎

　川・白川・鎌先・弥治郎の各地区

　住民の方々も、直接白石衛生セン

　ターに申し込みください。

智27－2111

0申し込み方法

　　くみ取1）の申し込みであること

　を告げ、自治会、住所、氏名の順

序で申し込みください。

o申し込み時間

　月曜日～金曜日

午前8時30分～午後5時15分

o守っていただきたいこと

　事前にくみ取り券を準備してく

　ださい。なお、留守にする場合は

前もってお知らせください。

　　　　　　　白石市保健衛生課

　　　　　　　白石衛生センター

押
扉
、

．欝
みんなで

緑を守り

　育てよう

　日本の森林面積は、国土の何％を

占めているかご存じですか。答えは

67％。これは先進国の中で、フィン

ランドに次ぐものです。森林は、私

たちに住宅資材や水を供給してくれ

るばかりか、森林浴などを通して生

活に潤いを与えてくれるのです。

　ところが、第二次世界大戦以降、

森林が伐採され、全国いたる所がは

　ところが、第二次世界大戦以降、

森林が伐採され、全国いたる所がは

げ山と化したのです。

　そこで、昭和25年、国を挙げて国

土緑化運動を展開していくことにな

りました。その一つが「緑の羽根募

金活動」で、公園・学校等の緑化や

緑の少年団の緑化活動などに役立て

られています。また、昭和63年には

緑を守り育て、次の世代に森林を引

き継ぐ二とを目的に「緑と水の森林

基金」が加わりました。

　3月～5月は、　「全国緑化キャン

ペーン」です。このときに行われる

「緑の羽根募金」や「緑と水の森林

基金」に、ぜひご協力ください。

際の
。

　
　
　
　
抽

ρ

勿暫申シリ

★

1、★
－
一
★

1＿＿／

漣

’
　　　　「杉

　白石市食生活改善推進員

跡部秋子さん（白石）

◎橘

三
枚
肉
の
ご
ま
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
そ
妙
め

〔
材
料
〕
四
人
分

薄
切
り
三
枚
肉
姻
9
、
調
味
料
A
（
す

り
白
ご
ま
大
さ
じ
3
、
み
そ
大
さ
じ
3
、

砂
糖
大
さ
じ
4
、
酒
大
さ
じ
ー
、
七
味

と
う
が
ら
し
少
々
〉
、
サ
ラ
ダ
油
少
々

ほ
、
つ
れ
ん
草
珈
9
、
ゆ
で
塩
適
宜

〔
作
り
方
）

●
調
味
料
A
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
混
ぜ

　
て
お
く
。

②
肉
を
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、

　
サ
ラ
ダ
油
を
少
々
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ

　
ン
で
妙
め
、
油
を
切
り
、
①
の
中
へ

　
入
れ
て
混
ぜ
る
。

③
ゆ
で
た
ほ
う
れ
ん
草
を
食
べ
や
す
く

切
っ
て
器
に
敷
き
、

◎
◎
⑪
0
⑫
②

　
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
が
豊
富
に

含
ま
れ
る
ご
ま
を
た
っ
ぷ
り
使
用
。

香
り
、
コ
ク
も
良
く
な
り
ま
す
．

②
を
上
に
盛
る
．

　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
ト
宮
“
　
〆

．
／
　
　
　
　
　
　
》

　
、
〆
曳
・

　　　　　　肉

　肉を調理するときに、使い

方として次の3つに分けるこ
とができます。

1。肉そのものの味を目的と

　する場合で、上質の肉を用

　い、焼いたり妙めたりする。

　　（ステーキ、ロースト、バ

　ーベキューなどで、部位は

　ヒレ、ロース）

2．うま味成分を液中に溶出

　させる場合で、煮込む方法

　（シチュー、スーブなどで、

　部位は肩やもも、すね）

3．うま味成分を他の材料に
　移す場合で、脂肪の多い腹

　部の肉やこま切れになるよ

　うな各部分の残り肉などが

　利用できます。

　豚肉は、特にビタミンBI
（糖分をエネルギーに変える

のに大切な役割）が他の肉の

10倍も含まれています。また、

加工利用も最も多く、脂肪の

うまみを上手に利用しましょ

つ。

調査年月日　平成5年2月1日消費生活モニター調査結果表

（上昇品目）

小麦粉、しょうゆ、ティッ

シュペーバー、ラップ、ア

ルミホイル、洗濯用合成洗

剤

（横ばい品目）

食バン、即席中華めん、マ

ーガリン、ノぐター、カレー

ライス、灯油

（下降品目）

砂糖、サラダ油、牛乳、理

髪料、バーマネント料、ク

リーニング、ガソリン、軽

油

総調査品目対前月比98．8％

で物価は安定しています。

上ヒ　　　車交　［o∂1平　均　価　格（円1今　月1円1

前年1司月

　93．8

　95，4

101．2

　98，7

　94，0

の
イL9

101，0

85．6

96，0

75，5

106．4

95．0

98，0

114．4

95．4

100．0

1｛）5．4

97，2

96，7

99．0

109，5

前　月

100，0

101，4

11）O．0

　99．6

106．8

　99．4

100．0

　93．5

100．0

105．7

！07．4

103．6

104．6

　99，5

　96．1

　99．4

1‘X），0

100．7

　98．8

　99．4

　98．7

前年同月

　　　162

　　　218

　　　82

　　　239

　　　298

　　408

　　　197

　　　236

　　　374

　　　147

　　　218

　　　120

　　764

1，625

6，500

　　　185

　　465

918．12

977．58

126．20

前　月

　　　152

　　205

　　　83

　　237

　　262

　　376

　　　199

　　216

　　359

　　　105

　　216

　　　110

　　716

1，875

6，450

　　188

　　490

885．33

月今

39甑6

956．57

125．68

　　　　77

　　　152

　　208

　　　83

　　236

　　280

　　374

　　199

　　202

　　359

　　　111

　　232

　　　114

　　749

1，860

6，200

　　187

　　490

　　δ92

945，18

　　125

　　　76

最低価格

　　　150

　　　173

　　　80

　　　185

　　　255

　　　368

　　　190

　　　193

　　　306

　　　81

　　　204

　　　80

　　　667

1，700

5，200

　　　170

0
・6つ」

834

900

120

70

最高価格

　　　154

　　　238

　　　　85

　　　257

　　　300

　　　380

　　　204

　　　214

　　　390

　　　148

　　　255

　　　165

　　　830

　2，000

　7，500

　　　200

　　　600

　　　927

1，019．7G

128．75

　go．64

名　　　規　　　　　　　格

　ン　並食1袋6～8枚切

粉　薄力粉1kg

bん　袋入1）100g

糖上白糖1kg

　ゆ　上級濃口1尼ポリ容器入り

　油　ポリ容器入1）71）Og

　ン　カル1・ン入りソフト225g

　乳　紙容器入1）1，000ce

　一　カルトン入り225g

一’・一400枚（200組）紙箱入リ

　プ幅30cm、長さ20m

Pレ幅25cm、長さ8m
先斉可　綿化徴用無リン祇箱入リ、濃縮小型1，5kg入ll

料　小学生調髪

ト料・　コールドショート

　ク　長袖ワイシャツ

ilマ　外食並1皿

　　ユ8¢店頭価格
油

　　　18尼配達料込価格

ノリン　1尼現金

油　1¢現金

品

ンノ食1

2，小　麦　粉
3．即席中華めん

4，砂　　 糖

5，しょうゆ
6．サラダ油
7．マーガリン
8．牛　　　乳
9．バ　 タ　ー
10．ティノンユペーバー

11．ラ　・・r　プ

12．アルミホイル

13．洗濯用合成洗剤

14．理　髪　料

15．パーマネント料

16．クリーニンク

17．カレーラィマ

灯歌1
↓

19．レキュラーカゾリン

2り．　噛i丘　　　　　　　　　評由

麟



1．定期講座（平成5年4月～平成6年2月〉

講　座　名
日本舞踊　直派若柳流

洋　 裁

道壼
目

茶道裏干家流
謡民

曜日

月

月

月

火

火

ペン習字

手編み

第1，3火

第2，4火

華道池　坊
華道小原流
ぎもの着付け

木

金

金

英会話第2，4金

時間

18：30

19：00

19：00

18：30

19：00

18：30

18：30

18：00

19：00

18：30

19：00

月額教材費

料無

材料代実費

教本600円
菓子代400円

料無

無　料
材料代実費

花代（1回800円）

花代（1回800円〉

無　料
料無

口
貝

｛
疋

15

15

15

20

15

15

15

20

20

15

20

容内

古典、創作舞踊など

基礎から作品まで

個人別の指導で

入門コース

初めての方でもOK

基本から実用まで

棒かぎ針の基礎から

四季折々の花に親しむ

生活様式にあった花を

ひとりで着物が着れるまで

初級程度

2．クラブ・サークル

名 称

バトミントン

ニューシャトルズ

大平バトミントン

白石BC
卓球クラブ
硬式テニスクラブ

曜日

月・木

月・木

水・金

木

金

時間
19：00

19：00

19：00

19：00

19100

場　 所

福　岡　小

大　平　小
㊧大平小㊥ホーム

ホ　　　ム
益岡公園コート

月額会費

1000円

1000円

1000円
料無

コート実費

※申込方法※

　電話および直接来館のうえお申し込みください。受付時間　午後1時～9時

　まで（利用者会々費　年間500円）
※申込期間※

　3月15日（月）一一開講式4月20日（月）まで

※申込資格※

　おおむね30歳までの市内に居住または勤務している方
詳しくは、白石市勤労青少年ホーム

　　白石市益岡町1－16　智25－3720

，屡r置　魯

国際アンデルセン大賞

●　　　　　　 ●

　　　〃．．

　㌧一一レ

‘』●ミン

●「落ちてきた星の子」

●「氷の国をぬけだせ」

親子映画鑑賞会

○日時3月13日（土）

　　午前9時～11時
o会場　白石市中央公民館大ホール

O入場料無料
○上映作品　「ムーミン」、「銀河鉄

道999」、「ジャングル大帝」

麹群メルヘンアニメ！

ケ子どもたちに贈卿

白石市中央公民館

　盈24－5377・26－2453

’四騨雛 特別講座受講生募集　サークル生募集

藤男の子の木目込人形講座
　手づくりで、5月の端午の節句に

　　　　　　飾ってみませんか

　　朧訓午幽寺
o場　所　白石市働く婦人の家

O講　師　菊地　ふみ子先生

○定員1Q名
o材料費実費
人／　・あっちゃん（かぶとをかぶ

　っている）　5，8（10円
形1．若宮　4，7。。円

○日時糊1鄭晒※薪ま挙騨轍胸

　　　こ零

　　　　　ジ劣　　　　騰
ゴ
ー

、

ヤ『

1　’

駿籐工芸サークル
　「ファンシーラタン」

　サークル生募集

○日時第1・第3水曜日
　　午前10時～午後12時
○講　師　橋浦　芳子先生

○場所働く婦人の家
○会　費　月額2，000円

○材料費　各自負担

03月の休館日

　　8・14・20・22・28日

　　盈25－5095

ゼ』紳》西副
奪　　　　　　　　　一一　，呂

　〈生涯スポーツ推進事業〉　◎ホワイトデー（3バ4）に　　　　　獲　　　　　　一鱗・壁

○募集人員　30名

o受講料無料
※利用料金410円（市民会員250

　円）は各自負担

O送迎市役所（9時40分発）か
ら無料送迎

o持参するもの　水着、水泳帽、バ

スタオル

O申し込み方法　3月16日まで市教

育委員会文化スポーツ振興課雪25

－2111（内線）412、またはスパッ

シュランドしろいし奮29－2326へ

お申し込みください。

○日時
・3月25日（木）　午後1時50分

　　　　　～3時
・3月26日（金）　午後1時50分

　　　　　～3時
O場所スバソシュランドしろいし

　　　　子どもプール
○内容

・プールで宝さがし

・ビート板を使って泳いでみよう

○対象者　小学校1年生～3年生の

泳げないお子さん、または泳ぎの

得意でないお子さん。

　　　　　　＝‘

O募集人員　30名ずっ

O参加費　500円

※バス送迎、おみやげつき

O申し込み方法　3月15日までスパ

ッシュランドしろいし雪29－2326

か、第一児童館費25－7070、第二

児童館費25－3875へお申し込みく

ださい。

※送迎場所は時間の都合上、第一児

童館と第二児童館で行いますので

ご了承ください。

屡湘　3月10日・24日

★今月の書棚（子ども読書室）

　　〈全5巻〉ポプラ社

・小・中学校の社会科学習に地図は

欠かせません。地図の正しい読み

方・使い方ばかりでなく、自由研

究に役立つ地図の書き方から歴史

まで、地図のすべてを解説します。

・さまざまな地図の特長、方位や縮

尺、記号などの地図の約束を、写

真やイラストを使ってわか1）やす

く解説しました。

めるあなたに　　　　　　　鈴木　健二著　　21．定本ゲーム殺人事件　　　竹本　健治著
3．「入は入・俺は俺」でいいじゃないか・　　22．ゴルフ巌流島く実録〉日大ゴルフ部監督

愛と勇気のビジネス人生の相談　　　　　　　　竹田昭夫　　’　　　　　大下　英治著
　　　　　弘兼　憲史著　　23，三国志孔明死せず　　　　伴野　　朗著
4．新・生涯教育図書101選　　森　　隆夫編　　24．柳生忍法帖　上・下　　　山田風太郎著
5．見たり聞いた1）歩いた1）　池田　雅美著　　25．神さまのお恵み　　　　　佐藤　愛子著
6．幻想の日米摩擦・現場で見た誤解と無理　　26．明日の静かなる時　　　　北方　謙三著

解石澤靖治著27・いじわる狸といじめっこ天城雨瞳著7．バブルの経済学・日本経済に何が起こっ　　28．支店長・最後の仕事　　　江波戸哲夫著
たのか　　　　　　　　　　野口悠紀雄著　　29，下宿屋さん　　　　　　　吉永みち子著

8・大衆長寿時代の老い方齪座離編著30・タイタニツク岩惣．烏1リング著

9．健康のコツを知る本・息抜きと生きがい　　　　　　　　　　　　　　　　後藤　安彦訳

の大研究205のポイント　　有川清康監修
1・．手のひら卿に草をあつめて一年間の　子どもの本

草花ノート　　　　　　　横山美恵子著

一一一一一新着図書案内（抄）一一一
1．あなたの人生自由自在・自分の心を自由　　18．イワナ棲む山里　　　　足立倫行・文

自在にできなくて何ができるか〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋月岩魚・写真
　　　　　田中　孝顕著　　19．俳句動物記　　　　　　　戸川　幸夫著
2．女のやさしさ美しさ・確かな生き方を求　　20，江戸の笑い　　　　　　加太こうじ著

　　　　　森竹啓子・絵11．ヘボ医だから言えること　柳瀬義男著
12．毛利衛・ふわっと宇宙へ　毛利　　衛著
13．この病気にこの野菜・野菜は家庭の常備薬

　　　　　勝田正泰監修14，かぎ針モチーフ・編み方からつなぎ方まで

　　　　　日本ヴォーグ社
15．アマチュアスポーツの外傷と障害

　　　　　阪本桂造著16．手つくりおもちゃ百科　　川上　　忠著
17．小論文作成法・読みやすく・よく分かる

　　　　　山本邦夫著

図書館利用案内
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0 O休館日

3月20日（祝）

3月31日（水）月末整理日

31．くまのこのやくそく　　　鶴見正夫・作

　　　　　夏目尚吾・絵32．おにのふんどしちょいとぬえるかい

　　　　　ちばえみこ・作
33．だれもしらないザリガニの話

　　　　　杉浦宏・著　　　　　夏目尚吾・絵34，名取先生のおもしろゴミ授業・ゴミは宝
だ！35入の大勉強　　　　　名取　弘文著

35．エイズと闘った少年の記録

　　　　ライアンニホワイト
　　　アン＝マリーニカニンガム
　　　　　加藤　耕一訳
◎4月から休館日が変わります

毎週月曜日が休館日となります。

（月末日と祝日は従来どおi）休館日

です。〉
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平成5年度白石市奨学生募集

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で高等学校以上の学校または、こ

れと同等の学校に在学する学術優秀、

品行方正、心身ともに健全で経済的

事由により学資の支弁の困難な学生

を対象に奨学生を募集します。

区分
大学生

短大生

生校官
同

募集人員

5人以内

3人以内

2人以内

貸付金額

月額25，000円

月額25，000円

月額15，000円

※募集人員は、応募状況により変更

する場合もあ『）ます。

○申請の手続ぎ　市教育委貝会に用

意された申請用紙に所定の事項を

記入し、学校長の推せん書・成績

　証明書・在学証明書を添えて、5

　月10日（月）までに申請してください。

　なお、日本育英会等の奨学金を

　受けている方はご遠慮ください。

○貸付金の償還

（1）貸付期間満了の6か月後から月

　賦均等償還によ1）、貸付を受け

　た期間の2倍に相当する期間内

　に償還する。

　　（繰上げ償還もできます〉

（2）償還金は、納入通知書により市

　内の収納代理金融機関に納入し

　ます。

　詳しくは、市教育委貝会事務局管

理課総務係君25－2111（内線）404・

405へ。

平成5年度

保育園児追加募集

仙台一高通信制

　　　　生徒募集

O募集期間　3月1日～4月6日
　※編入受付　3月1日～3月31日

　転入受付　3月25日～3月31日

o募集定員　高校課程、特科生合わ

　　　　せて500名
O入学資格　中学卒業、またはこれ

　と同等以上の学力を有する者。た

だし、特科生は学歴を問わない。

※書類選考のうえ入学を許可します。

○年間経費（納入金）

・高校課程

受講料、諸経費、合計16，000円程度

　（教科書・学習書は無償です）

・特科生

年間経費（約10，000円）と受講料

　（科目数×650）、および教科書・学

習書代

o説明会

　日時　3月7日　10時～12時

　・場所　仙台一高、鼎ケ浦高校

詳しくは、〒980仙台市若林区元

茶畑4　宮城県仙台第一高等学校通

信制含022－257－4501・293－6739へ。

母親クラブに
　　入会してみませんか／

　西保育園では、0歳児（生後6か月

から1歳までの子）のみを3名追加

募集しております。また、1歳以上で

も他の施設に定員に余裕があります

ので、入所手続きをしてください。

o追加申請書受付期間

　3月1日～3月15日
　入所申請手続き等詳しくは、市社

会福祉事務所保育係盤25－2111（内

線）154へ。

中央公民館夜間業務員の

募集について

雇用促進住宅は
　働くあなたを応援します

雇用促進住宅は、常勤労働者で住

宅にお困1）の世帯をお持ちの方（婚

約中を含む）であれば入居できます。

就職のため住居を必要とする方や

転勤されて住宅にお困りの方、その

他いろいろな事情によって住宅を必

要とする方のご利用をお待ちしてい

ます。

○家賃・敷金

　家賃月9，50（1円～34，400円

　共益費　月500円～2，300円

　敷金家賃の2ケ月分
○仙南地区宿舎運営状況

　白石市、岩沼市、角田市、柴田町、

大河原町、蔵王町　計7団地15棟

584戸
詳しくは、各ハローワーク（公共

職業安定所）、または宮城県雇用促

進センター費022－257－2009へ。

O勤務時間　17時～21時30分

仕事の内容など詳しくは、白石市

中央公民館費24－5377・26－2453に

お問い合わせください。

市営住宅入居者
　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

新館

寿　山

型式

3　K

3　K

家　　賃
（敷金は3月分♪

3，000円～

　7，400円

3，300円～

　3，500円

空家
戸数

7戸

15戸

二等（陸・海・空）士自衛官募集

○応募資格　18歳から27歳までの男

子、あと半年で18歳になる方も応

募できます。

○勤務時間　通常8時30分～17時30分

○休　日　毎週土曜日・日曜日、祝

　　　　日ほか

○初任給　2士151，800円、1士

　　　165，900円（9ヵ月後）

o待　遇　特別職国家公務員として

■●身

◇母親クラプってなあに？（趣旨）

　児童の健全育成のために地域に

　根ざした福祉活動を行う、お母さ

　んたちの会です。

◇どんな活動をしているの？

　・会員同志の親睦や母親自身のた

　めの活動（手芸、料理、軽スポ

　ーツ等の講習会や研修会の参IJ旧

　・子どもたちのための活動（子ど

　もまつ1）や遊び場の環境整備な

　どの福祉活動）

　・児童館と交流の活動（キャンプ、

　芋煮会、児童館まつり等）

◇だれでも会員になれるの？

　この会の趣旨に賛同するお母さ

　んならどなたでも会員になれます。

◇経費はどうなっているの？

　国庫補助による助成金と会員の

任用され、国家公務員に準じます。

詳しくは、市役所市民課台25－21

11（内線）130、または大河原募集事

務所費0224－53－2185へ。

　　　　●

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名 型式

緑が丘県営住宅
　　　入居者募集

鵠　　　　〆ぢ劉
　　　自’譲郵，－
　　　伽マ轡繭・
　　　㌔　噸＞T一　弩
《・

　艇
　　　　　　　虹璽㌧
　競童齢つり

年会費1，000円で運営されていま

す。

◇連絡先はどこ？

　杉の子母親クラブ（第一児童館）

費25－7070

　どんぐり母親クラブ（第二児童館）

智25－3875

㊧㊧㊥⑪㊧◎◎禽㊥

緑が丘

新館

桜　田

3DK

3　K

3DK

家　　賃
（敷金は3月分♪

14，500円～

　18，000円

6，200円一
　12，600円

20．000円

家
数

空
戸

6戸

6戸

1戸

市建設課で随時先着順に受付して

います。

詳しくは、市建設課住宅係費25－

2111（内線）262へお問い合わせくだ

さい．

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下〉

団地名

寿山

型式

3　K

家　　賃
（敷金は3月分1

14，500円～

　16，500円

空家
戸数

20戸

●

覇

●

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　（財）宮城県

建築住宅センター県営住宅課費022－

224－OO14へ。

児童館とは………専門の児童厚生員

　の指導によ1）、児童に健全な遊び

　等を与え、健康を増進し、情操を

豊かにすることを目的とした児童

　福祉施設です。

利用で吉る児童……市内の小学校に

　在籍している児童であれば、どな

　たでも無料で利用できます。

利用の手続き………利用方法には、

　「登録児童」と「自由来館児童」

　の2通｝）があ彫）ます。

　　「登録児童」

　両親が共働き等留守がちな家庭

　で、学校帰1）など、通常毎日利

　用できます。なお、申し込みは

　3月17日までですので、希望す

る児童館に必要書類を提出して

ください。　（申し込み用紙は、

各児童館、市社会福祉事務所に

あります。

「自由来館児童」

登録児童以外の児童で自由に来

麟

　館でき、特別な手続きはありま

　せん。

詳しくは、下記へお問い合わせく

ださい。

第一児童館（亘理町）智25－7070

第二児童館（白石沖）費25－3875

市社会福祉事務所智25－2111⑳154

　　　　　　　　　　＼＼
　　　　　　　　　　［臨＼髭

　　　　　　【－…一、＿、

1甦肩麟賄
　　．臓1閥1脅騙繭　一∫量

　　　“舞，、
　　　＿．、．．．m，聾～＿階》ヂ［’一』

　　　　第一児童館

　　第二児童館でのクリスマス会



　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　．口’／　　ヘン

　　　　3月郊アリー離

画
◆親子映画鑑賞会…………・……・・P15

圃
◇碧水園落語鑑賞会………………P18

画
◆親子ふれあい体操………………P18

画
◆弥生の茶会…………・……・…・…P　l8

◆横笛のひび告…薗……………・…・P　l8

※すべてのイベントではありません。

白石市社会福祉協議会
レクリエーション教室一第3期一

O日時4月7日～5月19日
毎週水曜日、ただし5月16日（日）

　を含む計7回。

午後6時30分～8時30分まで（5月

16日は午前9時から）

o内　容　福祉レクダンス等レク・イ

　ンストラタター取得に必要な単位

○申し込み方法　保険料・資料代等

　として1，000円を添えて当協議会

備え付けの用紙で、3月31日まで

　申し込んでください。

o申し込み・問い合わせ先

　白石市社会福祉協議会（市役所内）

奮25－2111（内線）！51

嘩鰍⇒搬着用塵〕牌

　「シートベルトをしていれば助かったのに」と、悔やまれる自

動車事故が目立ちます。シートベルトは、衡突時の衝撃で身体が

フロントガラスにぶつかったり、車外に放り出されたりするのを

防ぐ大切な命綱なのです。

　さて、あなたはシートベルトにどれだけの関心をよせています

か。次のクイズに答えて、シートベルト着用の重要性を理解しま

しょう。全問正解者の中から抽選により素敵な商品が当たります。

㊤

　自動車による衝突時の衝撃が想像

以上に大きいことは意外と知られて

いません。例えば時速40kmで衝突し

たときの衝撃は高さ6mからの落下

に等しく、時速60kmで高さ14m、時

速80kmでは高さ25mというように、

スピードが増加すればするほど、受

ける衝撃も飛躍的に大きくなってい

きます。

　では問題です。時速100kmで固定

壁に衝突したときの衝撃は、高さ何

mからの落下に等しいでしょうか。

■

1．20m　　2．30m　　3．40m

　自動車乗車中の事故死者のうち約

8割はシートベルト非着用者で、そ

の多ぐは若者が占めています。平成

4年11月末現在における自動車乗車

中事故死者の年齢層別シートベルト

着用状況は下表のようになっていま

す。

　では問題です。平成4年11月末現

在における自動車乗車中シートベル

ト非着用の交通事故死者総数のうち

16～24歳の若者は約何割を占めてい

るでしょうカ・。

層齢年

着　　用

非着用

0～15
13

82

16～24

217

1，264

25～29

74

34！

30～49

246

833

50～64

254

553

65以上

123

267

合計
927

3，340

1．2害唖　2．4害凹　　3．6害旺

o商品
Aコース　電子ブッタプレーヤー

　　　　　　　　　　　20名
　Bコース　マルチディスクプレー

　　　　　ヤー　　　　　20名

Cコース　パーソナルカラーテレ

　　　　　ビ　　　　　　30名

o応募方法　官製はがきに、希望の

商品コース名、クイズの答え（番

号）、あなたの住所、氏名、年齢、

性別、職業、電話番号を明記のう

㌃
麟

　ん、下記あてにお送りください。な

お、当選者の発表は、商品の発送

　をもって代えさせていただきます。

○あて先　〒106東京都港区西麻布

　3－24－20（財日本交通安全教育普

　及協会「シートベルトクイズ」F係

O応募締切日　4月15日（木）

　　　　　※当日消印有効

o主催シートベルト着用推進協

議会（総務庁、警察庁ほか）

’携帯電話．自動車電話の

　　　　　　　　　　　　　　　　片倉小十郎の愛した横笛の音色か今甦る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようじょう

サービスかアップ／

　N　T　T　D　o　C　o　M　o東北支店で

は、白石地区に新方式（大容量方式）

の無線基地局を新設し、携帯電話・

自動車電話のサービスを向上させま

した。

　今回導入した新方式により、通話

チャンネルが増加し、今まで以上に

多くのお客様が一度に通話できるよ

うになるとともに、電波がとお1）や

すくなり、通話品質が向上いたしま

す。

　詳しくは、NTT仙南支店盈0224

－52－4100へ。

　固定資産課税台帳の縦覧を次のと

おり行いますので、ご利用ください。

O期　間　3月1日から3月22日

　　　　までの執務時間内

　※ただし、日曜日・13日け⇒・20日

　出を除く。

○場所白石市役所税務課

　この期間は、登録等の誤りを修正

する期間でもありますので、昨年中

に相続、贈与、売買、家屋の新増築・

取り壊し等を行った方は、台帳を確

認してください。また、白石市の基

準地及び代表的な標準地の所在及び

路線価を公開していますので、あわ

せてご利用ください。

　なお、電話でのお問い合わせには

応じられませんので、ご了承願います。

』碧水園落語鑑賞会

O日時3月20日（土）

午後1時開場・午後2時開演

O入場券　3，000円（全席自由席）

　3月5日（金）　9時から発売

o出演者　桂　米丸、桂　竹丸、桂

　うの丸、青空一歩・青空三歩

燕碧水園能晋及公演
　　喜多流による能と

　　　　和泉流による狂言

○日時4月18日（日）

午後1時開場・午後2時開演

O入場券　指定席8，000円

　　　　自由席7，000円

　3月5日（金）　9時から発売

o演題・演者
　・能謝出㌔　：佐々木宗生ほか

　　　　こうやくねり
　・狂言「膏薬煉」：野村武司ほか
　　　たむら
　・能「田村」：佐藤　章雄ほか

親子ふれあし、体操

桑横笛のひびぎ
O日時3月28日（日）

　午後3時開場・午後4時開演

O入場料　一　般2，000円

　　　　高校生以下1，000円

o奏者
　黒沢明監督映画「乱」の横笛演奏者

　　　篠笛・能管：鯉沼　廣行

　　　篠　　　笛：金子由美子

○曲　目　　「遠の音」、「浄雲」、「風

の詩」、「笛吹童子幻想曲」、「風聞」、

　「まほろば」ほか

撫お茶会一弥生の茶会一

〇日時3月28日（日）

　　　　午前10時～午後3時
○お茶券　1，000円（碧水園でお求め

　　　　ください。

会場・問い合わせ先

白石市南町二丁目1番13号

白石市古典芸能伝承の館智25－7949

〈家庭教育ふれあい推進事業〉

閣
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■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葦
モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

i市税の納め忘れは　　　撃
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
1　　　ありませんか〃　1
書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
毒　平成4年度も今月で終わりです、も聖
で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
1う一度お手元の納税通知書を確かめ1
璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝iてください。納め忘れの税金は、早雲
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
1めに納付してください。　　　　　蚕
璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
i　なお、納税通知書を紛失した場含1
毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
1は、再発行いたしますので、税務課i
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
i管理徴収係までご連絡ください，　撃
モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
！　曹25－2111（内線）141・144　　言
q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
毫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　リズムにあわせて、楽しい体操を

してみませんか。どなたでも気軽に

参加できます。（お一人でもどうぞ）

O日時3月23日（火）

　　　　午前10時～11時30分

o場所　白石市中央公民館大ホール

o講　師　巨泉　猛氏（コミュニテ

　ィスポーツで活躍中〉

○参加料無料
o持ち物　普通のタオル

o主催　市教育委員会

○問い合わせ先　市教育委貝会教育

課杜会教育係智25－2111（内線）

409・410

※当日直接会場においでください。

　　　　　　　　　　『

≧。7繍

r仙南青年文化祭欄催の

お知らせ
　仙南全域の青年の健全な文化活動

と地域青年団体の相互の交流・親睦

を目的に、平成4年度「仙南青年文

化祭」が開催されます。

O日時3月7日個）
　　　　9日寺～15日寺30分

o場所丸森町鳥居120
　丸森町民センター費0224－72－1683

○発表内容　演劇、郷土芸能、意見

発表、合唱、生活文化展、美術展

○入場料無料
o主催宮城県大河原教育事務所

　　　　　　　　　　ほ　か
o問い合わせ先

市教育委員会社会教育係

費25－2111（内線）4Q9
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3月2日臼

　内科　亘　理　医　院　費25－8501

　外科加藤1大1医院費26－2658

　歯科　真壁歯科医院含32－3122

4月4日

　内科大沼医院費25－2駒2

外科く1』田病院智25－2145

　歯科　富岡歯科医院蛭24－4362

・亭休日当番薬局は健康力レンターて。

≡鰍

3月7日

　内科広瀬医院督25－0238

　外科刈田病院費25－2145
　歯ド1・岩田計科医院費25－2191

3月14日

　内科海上医院智25－1501
　外f；1べ1』田病院冒25－2145

　断1　小野凶科医院費25－81）07

3月20日

　内孝卜　水野クIl二・ク　2蜜25－2736

　｝ト科銭谷医院費25－201U

　衝利　高沢歯科医院智25－5220

※都合により変更になる場合もあります。

　　　イ←1薩集中！辞して
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　　　正さん、福子さんの長女・長男
チ

1ママからひとこと

　』』いっまでも姉弟仲よくね『’

　パパからひとこと

　“わんぱくでもいい、たくましく育って欲しい“

◎唇恥邑㊨魯節o㊨爵噛㊥構過㊧銘y邑薗

チビッ，美術館

　纏繍艶

こわとりとあそんだよ」　　　（福岡小1年）

／

懸

覗矯騒配威ご聴　、　フォト歳時記一福寿草一

　　　ゆ　　）、＼・．

2’4フノ☆　志村侑子さん

を

市内の交通事故　（1／11櫻塁

　事故発生件数　　　103件（125件）

　死亡者数　　　1人（　1人）

　負傷者数　　　16人（19人）

　物損件数　　88件（107件）
平成5年交通安全全国年間スローガン
ガけこ竃な　毒φぎ1，‡弁痢　写丑．∋危鯵
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